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信州DX推進コンソーシアム 

自治体幹部向け  オープン・プログラム

地域のDXを進めるためには
～人口3000人の町のDXから県内一丸でのDX推進まで～

講師  : 

磐梯町最高デジタル責任者
愛媛県 市町DX統括責任者
和歌山県・市町村DX総括アドバイザー

菅原直敏 氏

現在では、自治体のDXを語るときに避けて通れない用語となったCDO (Chief Digital 
Officer)ですが、最初にこの役職を導入したのは、福島県の人口3000人規模の小さな町、
磐梯町でした。そして、神奈川県県議会議員として活動しながら、この日本初の自治体の
CDOになって、磐梯町を一躍、DXの好事例として注目されるようにした仕掛け人がこの菅原
直敏さんです。昨年度からは愛媛県の県と19の全市町が連携してDXを推進していくという
「チーム愛媛」のDXを進める中心人物としても活躍されています。

開催日時 :令和５年(2023年)11月24日(金)13時より

場所 :信州大学 松本キャンパス 信州大学附属図書館2Fセミナー室 

対象 :主に自治体のDX推進・企画の中心になる方を想定しています。

お申込み方法 :以下のGoogle Formにご記入ください (11月17日までにお願いします)

https://forms.gle/iB6SMCnrzRF2odTp9

お問い合わせ :信州DX推進コンソーシアム事務局 0263-37-2105    松野  向井
メールアドレス : dx_cons@shinshu-u.ac.jp     (メール送信はこちらをクリック)

  

信州DX推進コンソーシアムに参加されていない自治体の方でもご参加いただけます。

https://forms.gle/iB6SMCnrzRF2odTp9
mailto:dx_cons@shinshu-u.ac.jp


信州DX推進コンソーシアム 

自治体幹部向けOPEN PROGRAM
ごあいさつ

「信州DX推進コンソーシアム」は、教育機関、国・地方公共団体、企業等の幅広い関係者が相互に連
携・協力し、産学官による人づくり、街づくりへの貢献し、それによって地域社会の発展を目指すことを
目的して、信州大学 情報・DX推進機構が呼びかけを行い、2022年7月に設立され、現在までに13の基礎
自治体、36の企業および団体、さらに長野工業高等専門学校の参画を得て活動を進めております。

このコンソーシアムには２つの活動の柱があります。
一つはDXを通じた地域の課題解決に資する情報共有、協議、実証実験及び社会実装などの推進です。こ
れについては、現在、総務省の令和5年度 地域デジタル基盤活用推進事業（実証事業）に「次世代長距
離通信技術を使った山岳・中山間エリアにおける課題解決サービス創出」に採択され、現在、信州大学と
塩尻市およびコンソーシアム参加企業で協力してシステムの構築と実証実験を行っております。また、コ
ンソーシアムでは、今後このシステムを、さまざまなDXの実証実験ができるテストベッドとして整備し
て、これを自治体や企業の方々に利用いただくことで、地域のDX実現のハードルを下げるなどの取り組
みをしていきます。

コンソーシアムのもう一つの柱はDX人材の育成です。信州のDX推進を促進していくために、各自治体が
DXを進めるために必要な人材を育成することは重要です。こちらに関しましては、本年7月4日に「自治
体向けDX人材育成研修」を塩尻市で行いました。当日は7自治体 約80名の参加者を得て、企業や自治体
向けにDX教育を提供する株式会社ディジタルグロースアカデミアの高橋範光社長による講演およびワー
クショップを行いました。ご参加いただいた方々からは全員が「参加してよかった」とのお声をいただき
ました。

今回、信州DX推進コンソーシアムでは、より多くの自治体の方々にDXについて興味を持っていただくよ
う、コンソーシアム参画にかかわらず、多くの自治体幹部の方々向けのOPEN PROGRAMを開催するこ
とといたしました。小さな町でもDXができるという福島県磐梯町の取り組みや県内の市町村が一丸と
なってDXに取り組んでいる愛媛県と県内19町村の取り組みの中心人物として活躍されている菅原直敏さ
んにお越しいただき、その取組みの内容やポイントをお話しいただくとともに、いろいろな情報交換がで
きればと考えております。
ぜひともみなさま、奮ってご参加いただきますようお願い申し上げます。

信州DX推進コンソーシアム 会長
国立大学法人信州大学 理事・副学長 不破 泰 

信州大学 附属図書館

会場アクセス

•JR松本駅「お城口（東口）」を出て右
前方、アルピコバス「松本バスターミナル」
のりば1「信大横田循環線」、または「浅間
線」に乗車し約15分、バス停「信州大学
前」で下車して道路向かいに大学正門が
あります。

•附属図書館へは、次のバス停「大学西
門」下車が便利です（どちらも200円）。

•駐車場をご利用の方は、付近の有料駐
車場をご利用ください。
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